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Abstract これまで，知覚の体制化に関する研究の多くが，静止対象によって行われてきた。共通運命の法

則(Wertheimer，1938；鷲見成正，1970)という優れた成果はあるが，運動視という領域を巡って
，我hが手にすることのできる「現象カタログ」は到底豊かなものとは言い難い(山田・増田，199
1；増田・小松・古崎，2000)。しかし，運動視は知覚の研究のために極めて豊かな素材を提供し
てくれるはずの分野であること，現在の映像技術により，かつては考えもしなかったような場面
を提供可能となり，新たなステップを踏み出す可能性の存在を鷲見(1991)は指摘している。増田
・小松・古崎(2000)は，そういった問題意識に基づいて，ディスプレイに示した点の動きから生
き物に見える動きの分類を試みている。 そうした状況の動くものの知覚についての研究の中で，
知覚された運動についてのKanizsa(1991)の分類が示唆に富む内容を含んでいる。この分類にはま
だまだ考えるべき点が残されているが，これから運動の知覚の分類を試みる際に，非常に重要な
視点を与えてくれる。Kanizsa(1991)は，知覚された運動を，自然な運動・受動的な運動・表現し
ている運動に分けている。自然な運動は，落下や振り子の運動のように，単に起こっているとい
う印象を受ける運動である。受身の運動は，Michotteの因果関係の知覚の例(Michotte&Thines，19
63)に見られるように，動いている物体自体に起因した運動ではなく，外からの力によって与えら
れたように見える運動である。表現する運動は，運動によって何かが示されている運動で，a)相
貌的(physiognomic)な運動，つまり，物体や，心や，そのものらしさを示す典型的な行動に特徴的
な運動や，それらを暗に意味する運動，b)心理状態の現れ，つまり情緒，感情，怒り，苦痛，好
意，憎しみ，驚き，恐怖など，人の一瞬の様子を示す運動，c)意図的な動き，つまりそれは内か
ら求められ，方向づけられた「なにか」の動きの知覚という下位項目に分けられる。意図的な動
きの例として，探索の運動があげられている。「迷路を歩きまわる子ねずみを見れぽ，ありのま
まの印象から，ねずみが探したり，観察したり，探索の的を絞ったりすることからこのねずみの
行動の運動の力学的構造が導かれる。このねずみの行動は自発的，自律的であり，因果的ではな
いように見える，つまり，意図的(intentional)なのである。」
Kanizsa(1991)の分類中の受動的な運動および意図的な運動には， Michotteによって研究された因
果関係の知覚が深くかかわっている。Michotteは，円盤法と呼ぼれる装置によって，複数の幾何学
図形の運動の中に，ある対象Aが別の対象Bに対して働きかける，対象Bは対象Aから受けた力によ
って動かされてしまうといった知覚が生じ，その対象間の関係は提示パターンの条件の操作によ
り制御可能であることを示した(Michotte& Thines，1963)。Michotteは方法論的には実験現象学的
アプローチをとっていた。実験現象学という言葉を使ったのはC.Stumpfであった(Boring，1950)
が，この分野はMichotteによってめざましい水準の科学的な成果にまで高められた。Michotteは，
「実験が適切にデザインされているならば，被験者の言語反応は主体の体制化の妥当な指標とな
る(Thines，1991)」と考えていた。実際に，Michotteの因果関係の知覚の研究において，知覚され
る因果は，対象間の速度の違い・移動距離・様々な時間関係といった条件と厳密な対応関係を持
っている。基本的な例として追突印象(launching effect)1)・運搬印象(entraining
effect)などがある。 例えぽ，追突印象が知覚されるのは，以下のような事態である。1つの静止し
ている対象Bが提示され，その後に別の対象Aが出現し，対象Bに接する位置まで直進し，接した
ところで停止する，その直後に対象Bが対象Aよりも遅い速度で短い距離を直進する(Fig.1(a))。そ
うすると対象Aは自ら動き，対象Bを突き飛ばし，対象Aに追突されたことによって，対象Bが動い
たように見xる。この際，対象Aが対象Bよりもかなり速いと追突印象が知覚されやすいが，逆に
，対象Aよりも対象Bが速いと対象Aの接触がきっかけとなって，対象Bが自分で動くように知覚さ
れる。これを引き金印象(triggering effect)と呼んだ。この場合，いずれの対象も自ら動く。また，
対象Bの移動距離が長くなると，自分で動いているように知覚される。対象Aの静止から，対象B
の始動までの時間が長いと対象Bは自ら動く様に知覚される(Michotte&Thines，1963)。また，対
象Aが対象Bに接した後に，対象Aが停止せずに対象Bともども同じ速度で直進していく(Fig.1(b))と
，対象Aが対象Bを運んでいくように見xる(Michotte&Thines.，1963)。これを運搬印象と呼ぶ。対
象Aには意図が知覚されるが，対象Bの動きには知覚されない。 これらの印象の違いは対象間の速
度の違い・移動距離といった条件と厳密な対応関係を持っていることが示された。「このような
関係は，通常の精神物理学的測定で得られる関係と酷似しており，いわゆる感覚についての閾値
などを求めるのと同様に，〈因果性〉に関する閾値を求めることもできる(柿崎祐一，1970)。」



体制化された構造，体制化された全体という意味で，因果印象は時系列上のゲシュタルトである
。 Heider&Simme1(1944)は，いくつかの図形が複雑な軌跡を描いて動きまわる2分半のアニメー
ション映画を作成した。Table 1にこの映画の主要なシーンの特徴の記述を記す(山田・増田，199
1参照)。またその1シーンをFig.2に示す。 被験者にこのフィルムを見せ，見たことを文章で記述
するように求めた。第1グループの被験者34名のうち1名だけが，幾何学的な用語で記述したが，
他の被験：者は，生き物の一連の行為として，記述した。幾何学図形の運動を人の行為として解
釈するように教示を受けた第2グループの36名は登場人物が3名の物語を作った。第1のグループが
自発的に記述した内容と第2グループが記述した物語は一致していた。Hider&Simmel(1944)は，4
つの典型的な運動の組み合わせをあげている。1.一瞬の接触を伴う継起的運動(エネルギーの見xの
運動(Michotteのいう追突印象))2.長い接触を伴う同時運動(突然の衝突ではなく，長い接触中の押
し，引き)3.接触のない同時運動(同じ方向への動き。追う，逃げる，導く)4.接触のない継起運動 
見ている人が一連の運動の軌跡を数学的に記述したり，記憶するのにはあまりに複雑である。1つ
の物語として記憶するならぽ単純なものとなり，見ている人は比較的単純な物語にまとめること
ができる(山田・増田，1991)。単なる幾何学図形の動きに物語を人は見出す。対象間の意味的関
係も「共通運命の法則」や三次元的な体制化と同じように我々が知覚するまとまりのひとつであ
る。意図も三次元性や対象の同一性同様，動きの中にその情報があり，何によって動いているの
かという対象の運動の自律性，対象どうしのやりとりといった対象間の意味的関係について記述
することはきわめて自然である。 また，増田・小松・古崎(2000)は，点の動きから生き物として
知覚される条件を探り出す際に，知覚された動きのカテゴリーとして，「生き物的」・「機械的
」・「受動的」などをあげている。生き物として知覚される条件として，(1)回転運動を含まない
，(2)進行方向を不規則に変化させるもの，(3)速度の変化は必ずしも必要ない，といった点があげ
られている。また，一定の重力場に沿った運動をする必要があることも示唆されている。 本論文
では，動きの中に意図が知覚される事態の観察の対象として「じゃれっこモーラー」という玩具
を中心的に取り上げる。この玩具は2つの部分から成る。つまり，モーターを内蔵する球体とそれ
に取りつけられたぬいぐるみから構成される。球体に内蔵されたモーターが偏心して自転させる
ようになっているので，全体としての運動は球体部分に依るのだが，知覚される動きとしては，
球体部分が主体として動くか，ぬいぐるみ部分が主体として動くかは様々な条件によって異なる
。ぬいぐるみ部分がボール部分にじゃれつくように見せようとして作られていると思われる。ぬ
いぐるみが動物に似ているから，生き物らしく知覚されるというわけではなく，生き物らしさ，
ぬいぐるみ部分がボール部分に働きかけるという「意図」はその動きの中にあるように思われる
。どのような動きから，生き物らしく知覚されるのか，意図が知覚されるのかをいくつかの観察
から明らかにする。観察1では，床面の滑りやすさを変えることにより，動きそのものの変化が，
生き物らしさ，意図の知覚にどのように影響するかを検証する。観察2では，ぬいぐるみ部分を変
えて，ぬいぐるみ部分の性質が生き物らしさ，意図の知覚にどのように影響するかを検証する。
観察3では，じゃれっこモーラーと同じ様な動物を模した玩具「ころころモルモル」との比較から
，生き物らしく知覚される動き，意図が知覚される動きを分析する。
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動 くもの の知 覚

運動の中に知覚される意図

小松英海 ・増 田直衛

Perception of Moving Objects

Hidemi KOMATSU and Naoe MASUDA

 これまで，知覚の体制化に関する研究の多 くが，静止対象によって行われてきた。共通運命

の法則(Wertheimer，1938； 鷲見成正，1970)と い う優れた成果はあるが，運動視 とい う領

域 を巡 って，我hが 手にすることのできる 「現象 カタログ」は到底豊かなものとは言い難い

(山田 ・増田，1991； 増田 ・小松 ・古崎，2000)。 しかし，運動視 は知覚の研究のために極めて

豊かな素材を提供 して くれるはずの分野であること，現在の映像技術により，かつては考えも

しなかった ような場面 を提供可能 とな り，新たなステップを踏み 出す可能性 の存在を鷲見

(1991)は 指摘 している。増田・小松 ・古崎(2000)は ，そ ういった問題意識に基づいて，ディ

スプレイに示 した点の動 きから生き物に見 える動 きの分類を試みている。

 そ うした状況の動 くものの知覚についての研究の中で，知覚された運動についてのKanizsa

(1991)の 分類が示唆に富む内容を含んでいる。 この分類にはまだまだ考えるべ き点が残 され

ているが， これか ら運動の知覚 の分類 を試み る際 に，非常 に重要 な視点を与 えて くれ る。

Kanizsa(1991)は ，知覚 された運動を，自然 な運動 ・受動的な運動 ・表現している運動に分け

ている。 自然な運動は，落下や振 り子の運動のよ うに，単に起 こっているという印象を受ける

運動である。受身の運動 は，Michotteの 因果関係の知覚の例(Michotte&Thines，1963)

に見られるように，動いている物体自体に起因した運動ではな く，外からの力によって与えら

れた ように見axる 運動である。表現す る運動は，運動によって何かが示 されている運動で，

a)相 貌的(physiognomic)な 運動，つま り，物体や，心や，そのものらしさを示す典型的な

行動に特徴的な運動や，それらを暗に意味す る運動，b)心 理状態の現れ，つま り情緒，感情，

怒 り，苦痛，好意，憎 しみ，驚 き，恐怖など，人の一瞬の様子を示す運動，c)意 図的な動 き，

つまりそれは内か ら求められ，方向づけられた 「なにか」の動 きの知覚 とい う下位項 目に分け
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られ る。 意 図 的 な動 きの 例 と して ， 探 索 の 運 動 が あ げ られ て い る。 「迷 路 を 歩 き まわ る子 ね ず

み を見 れ ぽ ， あ りの ま ま の 印 象 か ら， ね ず み が 探 した り， 観 察 した り， 探 索 の 的 を絞 った りす

る こ とか ら こ のね ず み の 行 動 の 運 動 の 力 学 的 構 造 が 導 かれ る。 こ のね ず み の 行 動 は 自発 的 ， 自

律 的 で あ り， 因 果 的 で は な い よ うに見 え る， つ ま り， 意 図 的(intentional)な の で あ る。」

 Kanizsa(1991)の 分 類 中 の 受 動 的 な 運 動 お よ び意 図 的 な 運 動 に は ， Michotteに よ っ て研

究 さ れ た 因 果 関 係 の 知 覚 が 深 くか か わ っ て い る。Michotteは ， 円盤 法 と呼 ぼ れ る装 置 に よ っ

て ， 複 数 の幾 何 学 図形 の 運 動 の 中 に， あ る対 象Aが 別 の対 象Bに 対 して 働 き か け る， 対 象Bは

対 象Aか ら受 けた 力 に よ っ て動 か され て し ま う とい った 知 覚 が 生 じ， そ の 対 象 間 の 関 係 は提 示

パ タ ー ンの条 件 の操 作 に よ り制 御 可 能 で あ る こ とを 示 した(Michotte& Thines，1963)。

Michotteは 方 法 論 的 に は 実 験 現 象 学 的 ア プ ロ ー チ を と っ て い た。 実 験 現 象 学 と い う言 葉 を

使 った の はC.Stumpfで あ っ た(Boring，1950)が ， この 分 野 はMichotteに よ っ て め ざ ま し

い 水 準 の科 学 的 な成 果 に ま で高 め られ た。Michotteは ， 「実 験 が適 切 に デザ イ ン され て い る な

らば ， 被 験 者 の 言 語 反 応 は主 体 の 体 制 化 の妥 当 な 指 標 と な る(Thines，1991)」 と考 え て い た。

実 際 に，Michotteの 因 果 関 係 の 知 覚 の 研 究 に お い て， 知 覚 さ れ る 因 果 は， 対 象 間 の 速 度 の 違

い ・移 動 距 離 ・様 々 な 時 間 関 係 とい っ た条 件 と厳 密 な対 応 関 係 を 持 っ て い る。 基 本 的 な 例 と し

て 追 突 印象(launching effect)1)・ 運 搬 印象(entraining effect)な どが あ る。

 例 え ぽ， 追 突 印象 が知 覚 され るの は， 以 下 の よ うな事 態 で あ る。1つ の 静 止 し て い る対 象B

が 提 示 され ， そ の後 に別 の 対 象Aが 出現 し， 対 象Bに 接 す る位 置 まで 直 進 し， 接 した と こ ろ で

停 止 す る， そ の 直 後 に対 象Bが 対 象Aよ りも遅 い 速 度 で 短 い 距 離 を 直 進 す る(Fig.1(a))。 そ

うす る と対 象Aは 自 ら動 き， 対 象Bを 突 き飛 ば し， 対 象Aに 追 突 され た こ とに よ っ て， 対 象B

が 動 いた よ うに見xる 。 こ の際 ， 対 象Aが 対 象Bよ りも か な り速 い と追 突 印 象 が 知 覚 され や す

い が ， 逆 に， 対 象Aよ りも対 象Bが 速 い と対 象Aの 接 触 が き っ か け と な っ て ， 対 象Bが 自分 で

動 くよ うに知 覚 され る。 これ を 引 き金 印 象(triggering effect)と 呼 ん だ。 こ の場 合 ， い ず れ

の対 象 も 自 ら動 く。 ま た ， 対 象Bの 移 動 距 離 が 長 くな る と， 自分 で 動 い て い る よ うに知 覚 され

る。 対 象Aの 静 止 か ら， 対 象Bの 始 動 ま で の 時 間 が長 い と対 象Bは 自 ら動 く様 に 知 覚 され る

(Michotte&Thines，1963)。 ま た ， 対 象Aが 対 象Bに 接 した 後 に ， 対 象Aが 停 止 せ ず に対 象

Bと も ど も 同 じ速 度 で 直 進 して い く(Fig.1(b))と ， 対 象Aが 対 象Bを 運 ん で い く よ うに 見

xる(Michotte&Thines.，1963)。 これ を 運 搬 印 象 と呼 ぶ 。 対 象Aに は意 図 が 知 覚 され る が，

対 象Bの 動 きに は知 覚 され な い。

 これ ら の 印 象 の 違 い は対 象 間 の速 度 の 違 い ・移 動 距 離 とい った 条 件 と厳 密 な対 応 関 係 を持 っ

て い る こ とが示 され た 。 「こ の よ うな 関 係 は ， 通 常 の 精 神 物 理 学 的 測 定 で得 ら れ る関 係 と酷 似

して お り， いわ ゆ る感 覚 に つ い て の 閾 値 な ど を 求 め る の と同 様 に， 〈因 果 性 〉 に 関 す る閾 値 を

求 め る こ と もで き る(柿 崎祐 一 ，1970)。 」 体 制 化 され た 構 造 ， 体 制 化 され た 全 体 とい う意 味 で ，

1)英 語 の “launch”， 仏語 の “lancer” のいず れ も 「発 射」 を 意 味 して い るが， Michotteが 設 定

 して い る観 察条 件 で， “1aunching effect” を観 察 した と ころ， そ こで起 こる現 象 を 日本語 で表 す

 と，「追 突」 と表 す のが適 切 で あるの で， ここでは追 突 印象 とす る。
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(1)
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Fig.1 因果知 覚 の運動 パ ター ンの模式 図

Table l Heider&Simme1(1944)の 映 画 の 主 要 な シ ー ン の 特 徴(山 田 ・増 田 ，1991参 照)

登場 人物 大 きい三 角(T) 小 さい三角(t) 小 さい丸(c)

大 道具 ：ドアのあ る小屋

1.Tが 登場 し， 小屋 に 向か う。 ドアを開 け， 中 に入 り， ドア を閉め る。

2.tとcが 登場 ， 小屋 の周 りを歩 く。

3.Tは 小屋 を 出て， tに 向 か う。

4.Tとtは 争 う。 Tが 勝つ 。争 って い る間 に はcは 小 屋 に入 る。

5.Tは 小屋 に入 り， ドアを 閉め る。

6.小 屋 の中 でTはcを 追 う。tは 小屋 の周 りを まわ って ドア に近 づ く。

7.tは ドア を開 け， cが 小屋 の外 に出 る。 tとcは ドア を外 か ら閉 め る。

8.Tは ドアを 開け よ うとす るが， うま くいか な い。 tとcは 小屋 の周 りを まわ る。

  そ してお互 い に数 回体 をふれ 合 う。

9.Tは ドアを 開け， 外 に出 て くる。

10.Tはtとcを 追 いか けて小 屋 の周 りを2回 まわ る。

11.tとcは 画面 か ら去 る。

12.Tは 小屋 の壁 を数 回 たた く。つ い に小屋 の壁 は崩 れ る。

Fig.2 Heider&Simmel(1944)の 映 像 模 式 図
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因 果 印 象 は 時 系 列 上 の ゲ シ ュタ ル トで あ る。

 Heider&Simme1(1944)は ， い くつ か の 図 形 が複 雑 な 軌 跡 を 描 い て 動 き まわ る2分 半 の

ア ニ メ ー シ ョン映 画 を作 成 した 。Table 1に この 映 画 の 主 要 な シ ー ンの 特 徴 の 記 述 を記 す(山

田 ・増 田，1991参 照)。 ま た そ の1シ ー ン をFig.2に 示 す 。

 被 験 者 に この フ ィル ムを 見 せ ， 見 た こ とを文 章 で記 述 す る よ うに 求 め た。 第1グ ル ー プの 被

験 者34名 の うち1名 だ け が ， 幾 何 学 的 な用 語 で 記 述 した が ， 他 の被 験：者 は， 生 き物 の一 連 の 行

為 と し て， 記 述 した 。 幾 何 学 図形 の 運 動 を人 の 行 為 と して 解 釈 す る よ うに教 示 を 受 け た第2グ

ル ー プの36名 は 登 場 人 物 が3名 の物 語 を 作 った 。 第1の グル ー プが 自発 的 に 記 述 した 内 容 と第

2グ ル ー プ が記 述 し た物 語 は一 致 して いた 。Hider&Simmel(1944)は ，4つ の典 型 的 な運

動 の 組 み 合 わ せ を あ げ て い る。

1.一 瞬の接触を伴 う継起的運動(エ ネルギーの見xの 運動(Michotteの い う追突印象))

2.長 い接触を伴 う同時運動(突 然の衝突ではなく，長い接触中の押し，引き)

3.接 触のない同時運動(同 じ方向への動 き。追 う，逃げる，導 く)

4.接 触のない継起運動

 見ている人が一連の運動の軌跡を数学的に記述 した り，記憶するのにはあま りに複雑である。

1つ の物語 として記憶するならぽ単純なものとな り，見ている人は比較的単純な物語にまとめ

ることができる(山 田・増田，1991)。 単 なる幾何学図形の動 きに物語を人は見出す。対象間の

意味的関係も 「共通運命の法則」や三次元的な体制化 と同じように我 々が知覚す るまとまりの

ひとつである。意図も三次元性や対象の同一性同様，動きの中にその情報があ り，何によって

動いているのかとい う対象の運動の自律性，対象 どうしのや りとりといった対象間の意味的関

係について記述す ることはきわめて自然である。

 また，増田 ・小松 ・古崎(2000)は ，点の動 きから生き物 として知覚 される条件を探 り出す

際に，知覚された動 きのカテゴリーとして，「生き物的」・「機械的」・「受動的」などをあげてい

る。生 き物 として知覚される条件として，(1)回転運動を含まない，(2)進行方向を不規則に変化

させるもの，(3)速度の変化は必ずしも必要ない， といった点があげ られている。また，一定の

重力場に沿った運動をする必要があることも示唆 されている。

 本論文では，動 きの中に意図が知覚される事態の観察の対象 として 「じゃれっこモーラー」

という玩具を中心的に取 り上げる。この玩具は2つ の部分から成 る。つま り，モーターを内蔵

する球体 とそれに取 りつけられたぬいぐるみから構成 される。球体に内蔵 されたモーターが偏

心して自転 させるようになっているので，全体 としての運動は球体部分に依 るのだが，知覚さ

れる動きとしては，球体部分が主体として動 くか，ぬいぐるみ部分が主体 として動 くかは様 々

な条件によって異なる。ぬいぐるみ部分がボール部分にじゃれつ くように見せ ようとして作ら

れていると思われる。ぬい ぐるみが動物に似ているから，生き物 らしく知覚 されるとい うわけ

ではなく，生き物 らしさ，ぬいぐるみ部分がボール部分に働きかけるという 「意図」はその動
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きの中にあるよ うに思われる。 どのような動きから，生 き物 らしく知覚され るのか，意図が知

覚されるのかをい くつかの観察か ら明らかにす る。観察1で は，床面の滑 りやすさを変 えるこ

とにより，動きそのものの変化が，生 き物 らしさ，意図の知覚にどのように影響するかを検証

する。観察2で は，ぬいぐるみ部分を変 えて，ぬい ぐるみ部分の性質が生き物 らしさ，意図の

知覚にどのように影響するかを検証す る。観察3で は， じゃれっこモーラーと同じ様な動物 を

模した玩具 「ころころモルモル」 との比較か ら，生き物 らしく知覚 される動 き，意図が知覚さ

れる動 きを分析す る。

観察1

目的

 予備的な観察から，床面の滑 りやす さによって， じゃれ っこモーラーの動 きが変わ り，生き

物 らしさ，意図が知覚 され るかど うか変わって くることがわかった。そ こで，観察1で は，

じゃれっこモーラーが運動する台として滑 りやすさの異なる3種 類の台を使い，すべ りやすさ

が生き物 らしさ，意図の知覚にどのように影響するかを検証する。

方 法

観 察 対 象

 じ ゃれ っ こ モ ー ラ ー(ま す だ や コ ー ポ レ ー シ ョ ン)を 運 動 対 象 とす る映 像 を 観 察 す る(Fig.

3参 照)。 じゃ れ っ こ モ ー ラー は ボ ール 部 分 とぬ い ぐ る み 部 分 か ら な る。 ボ ー ル 部 分 内 部 に

モ ー タ ー が あ り， そ れ に重 りが つ い て い て ， 偏 心 して 転 が る こ と に よ り， 進 行 方 向 が 変 化 す る。

ぬ い ぐる み 部 分 は約25cmの 長 さ が あ り， 幅 は 太 い 部 分 で 約5cmで あ る が， 毛 に 覆 わ れ て い て，

9cm程 度 に広 が っ て い る。 ぬ い ぐ るみ 部 分 は 濃 い 茶 色 と うす い 茶 色 の縞 模 様 が あ り， 丸 く濃

い 茶 色 の眼 が2つ あ る。 鼻 は とが っ て い る。 ボ ー ル 部 分 は赤 と黄 色 ま た は ピソ ク と緑 の各 半 球

が あ わ さ っ た プ ラ ス チ ック製 で あ り， 接 合 部 分 に黒 い ゴ ム の輪 が あ る。 直 径 は8cmで あ る。

 じ ゃれ っ こモ ー ラ ーの 運 動 は 前 進 ， 後 退 ， 接 合 離 反 の 小 刻 み な反 復(ボ ー ル部 分 と ぬ い ぐ る

み 部 分 が く っつ い た り， 離 れ た りす る運 動 を 繰 り返 す)， 縦 の 回 転(ぬ い ぐる み 部 分 が ボ ール

部 分 を 乗 り越 え る よ うに 回 転 す る)， 側 方 回 転(鼻 先 か ら尾 の 先 を 結 ぶ 線 を 軸 とす る回 転)の

5つ に分 類 され る。

 映 像 は110cmの 高 さか ら撮 影 した 。 ビデ オ カ メ ラの レ ン ズ と金 属 板 の遠 い方 の縁 ま で の距 離

は26cmで ， カ メ ラ は垂 直 線 か ら約10.の 角 度 が つ い て い た 。

装 置

 観 察 対 象 の玩 具 が 運 動 す る 白 く ラ ッ カ ー で塗 られ た 金 属 製 の 台(60cm×44 cm)を 用 い る。

台 の 上 に 載 せ る ベ ニ ヤ板 ， ス ク リー ソ を 用 い る(と も に55cm×42.5cm)。 金 属 製 の 台 ， ベ ニ

ヤ板 ， ス ク リー ンの 順 に滑 りに く くな っ て い る。 そ れ ぞ れ の上 で 運 動 す る じ ゃれ っ こ モ ー ラ ー

をFig.3に 示 す 。
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(a)金 属 板 上 の じ ゃ れ っ こ モ ー ラ ー

・驚 _韆 、襲 鉾
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              1・1.
               旨
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             .≧轟.  ......拘卓=.脳録繊

(b)ベ ニ ヤ 板.ヒ の じ や れ っ こ モ ー ラ ー

「ー

黙

い
.

             〔c)スク リー ン.Lの じゃれ っ こモー ラ ー

               Fig.3 じゃれ っ こモ ー ラー

 撮 影 と観 察 の 様 子 の録 画 用 に デ ジ タ ル ビデ オ(DGR…PC--O， SONY)を1台 使 用 す る。 再

生 用 に デ ジ タ ル ビデ オ(DCR-TRV900， SONY)を1台 使 用 し， 観 察 対 象 は モ ニ タ ー(KX

-20HF3
， SONY)上 に 提 示 す る。 モ ニ タ ーの 画 面 サ イ ズ は27×39 cmで あ る。

観 察 者

 観 察 者 は心 理 学 関 係 者4名 で あ る。

手 続 き

 観 察 者 は各3分 間 の映 像 を見 な が ら， 見 た こ とを 口頭 で 記 述 す る。 観 察 は通 常 の 蛍 光 灯 照 明

下 で 一 人 一一人 別 々 に行 わ れ る。 実 験 者 は観 察 者 の記 述 を そ の場 で 書 ぎ取 るが ， 観 察 者 の 記 述 が

どの 映 像 に対 して な され た か の確 認 の た め に ， 実 験 者 は 観 察 の様 子 を提 示 映 像 と共 に 録 画 す る。

観 察 距 離 は100cmで あ る。

結 果

 じ ゃれ っ こ モ ー ラー の 動 きの パ タ ー ン， 床 面 の 素 材 ご とにTable 2に 観 察 者 の 記 述 例 を ま

とめ た 。 接 合 離 反 の 小 刻 み な反 復 ， つ ま り， ボ ール 部 分 とぬ い ぐる み 部 分 が くっつ い た り， 離

れ た りす る運 動 を 繰 り返 す と き に 関 す る記 述 量 が 多 か っ た 。 特 に， 床 面 が 滑 りに くい ス ク リー
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Table 2 じ ゃれ っ こモ ー ラーの運動 パ ター ンお よび床 面 の素 材 ご との記述 例

金属板 ベ ニヤ板 ス ク リー ソ

球 が動 い てい て，や る気 な く この人 が押 す に しては ボ ール し ょうが な くおいや る

前 つ い てい く，強 制 され て いる が 重 い， ひ っぱ られ る

進 押す ま った くひ きず られ る ボ ールが引 っ張 ってい る

球に引きずられる

後
退

球 が来 る とき， 球 にい じめ ら

れ て い る， 逆襲 を受 け る

ぬい ぐるみ が球 を 引 っ張 る

じゃれ つ く か らみ つ いて る と くわ えて， か みた いが かめ な い

押し引きして遊ぶ

かみつ く し っか りか らんで る とお互 い 遊 ん で る

が まさに じゃれ あ って る

つ んつ ん押 す 毛 虫 が主体 でつ つ いて い る 鼻 先が くっつ いて い る とき動物

遊んでる 鼻 先 と球 しか くっつ い てい な 鼻先だけだと遊んでる感じがしない
い とき， ア レ と不思 議 に思 う

接 球に毛虫が巻き付いていると 動物が押している
合
離
反

き小動物 っぽ い，生 き物 ， こ

うい うペ ッ トがい て もいい

の ボー ルに うま い こ とか らみつ い てい

反 る と遊 んで い る よ うに見 える
復

動き少ないとき牽制しながら様子を
さ ぐる。 初 対面 の犬 同士 の様 。

重 な って る とき， 両 方動 い てい る

毛虫が動 く

鼻 先が は なれ てい る とき，球 が動 い

てい る

つ つ きあ うとき，素 人 目に は分 か ら

ない高度な技の応酬

側 よ くわ か らな い ボ ールの動 き

方 ボ ール とは関係 な く転 が る
回
転

ボ ールに動 か され る 引きずられる ボー ル主 体 ， はね る と動物 の感 じが

しな い

縦
回
転

思 いた った か の よ うに突 っ込

んで い く， プ ロレスの技 を か

け られ る

投げ出される 振 り回 され る

球に投げられる 乱取 り

球は機械 ス ク リーンほ ど遊 んで る感 じ つ るつ るす べ らな い方 が遊 んで い る

が しない 感じがする

そ
の

動 きに メ リハ リが あ る→ や る

気 の あ るな し

動きが速すぎる

他 両方主体

動 きが 少 ない ときへ た って い

る
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ンの 場 合 ， と りわ け， 接 合 離 反 の 小 刻 み な反 復 の動 きが 多 くな るの か， ぬ い ぐる み 部 分 とボ ー

ル 部 分 の や りと りの 記 述 が 豊 富 で あ っ た。

 全 体 的 傾 向 と して， 接 合 離 反 の 小 刻 み な反 復 の場 合 ， 技 の応 酬 と い う表 現 も な され る通 り，

ボ ー ル部 分 とぬ い ぐ るみ 部 分 双 方 の 間 に や り と りが 知 覚 さ れ て い た 。 互 い に 向 け て の 意 図 が知

覚 され て い た 。 そ の場 合 で も， 特 に ， ボ ール とぬ い ぐ るみ が接 し て い る 面 積 が 大 きい と き， ぬ

い ぐ るみ が ボ ー ル を つ つ く， か む ， 押 す な ど じゃ れ つ い て遊 ぶ よ うに知 覚 され た。

 長 い 距 離 を 速 く動 い た り， ぬ い ぐる み 部 分 が 大 き く回 転 す る な ど， 動 きが 大 き い と き は，

ボ ー ル部 分 が ぬ い ぐ るみ 部 分 を 引 っ張 る， 投 げ る とい う様 に ボ ール 部 分 が 主 体 的 に 動 く よ うに

知 覚 され た 。 ぬ い ぐ るみ 部 分 が ボ ール 部 分 を 中 心 に 大 き く， 縦 に 回 転 す る と き， ぬ い ぐるみ 部

分 が+一 ル 部 分 に じ ゃれ つ く よ うに 知 覚 され る こ と もあ っ た が ， ボ ー ル 部 分 に投 げ られ る知 覚

が主 で あ っ た 。

 い ず れ の床 面 の 場 合 で も生 き物 ら し く見 え る の だ が ， 床 面 が 滑 りに くい場 合 ， 「か み た い が

か め な い」， 「この 人 が 動 か す に は ボ ー ル が重 い」 とい った ボ ー ル 部 分 が ぬ い ぐるみ 部 分 の 動 き

に抵 抗 す る よ うに知 覚 され た 。 床 面 が 滑 りや す い場 合 ， 前 進 の と き な ど動 きが 速 す ぎて ， 不 自

然 に感 じ られ る こ と もあ った 。

観察2

目的

 じ ゃれ っ こモ ー ラ ー の ぬ い ぐる み 部 分 を別 の 物 に変 えて ， そ の 部 分 の性 質 が 生 き物 ら し さ，

意 図 の 知 覚 に どの よ うに 影 響 す る か を 検 証 す る。 特 に ， ぬ い ぐ るみ 部 分 の 固 さ に着 目 した 。

方 法

観 察 対 象

 じ ゃれ っ こモ ー ラ ー(ま す だ や コ ー ポ レ ー シ ョン)お よ び じ ゃれ っ こモ ー.ラー の球 の 部 分 の

(a)ボ ール部 分 ともの さ し            (b)ボ ール部 分 とひ も

         Fig.4 観察2の 提示 映縁 の例

as



動 くものの知覚 (小松 ・増 田)

み ， ボ ー ル の 部 分 に木 製 の30cm物 差 しを つ な い だ もの ， 同 じ くひ も を つ な い だ もの を運 動 対

象 とす る。Fig.4に ボ ー ル 部 分 に 物 差 し を つ な い だ も の ， ボ ー ル 部 分 に ひ も を つ な い だ も の

を 示 す 。

装 置

 観 察 対 象 が 運 動 す る 白 くラ ッカ ーで 塗 られ た 金 属 製 の 台(60cm×44 cm)を 用 い る。 他 の 装

  '           Table 3観 察 対 象 ご との記 述 例

ボ ール部 分 のみ ボ ール部 分 と物 差 し ボ甲ル とひ も

磁石で下から動かす ボ ールが物 差 しを 引 っ張 って い

る

微生物

パ チ ン コ玉 物差しが引きずられてる 生 き物， 虫 っぽい

四隅 に 引 きつ け られ る， 四隅 の 物 差 しはつ なが って ひ っぱ られ ボー ルが動 い てい る

方向に重力がある て いる

衛星軌道にのせようとして失敗 物 差 しが動 か してい る よ うに は ボ ー ル っぼ く な い

見えない

引力に引きつけられてきれいに ボ ールの方 が ま とわ りつ く 球が何で動いているのか分から

周 回で き ない ない

ハ ムス タ ーの運動 用 の玩具 の よ ボ ールが ひ っぱ って い る 機械ではない

うに中 に別 の動物 が入 って，動

か して い る

ドラ イヤ ーや 風 でふ 一 っ と吹 き か らんで くる 中 に ネ コが い てでた が って暴 れ

上げる 回 る

軽い ひ っぱ られ る ネ コに紙 袋 をか ぶせ る と こ うな

る

す っ と落 ち る ボ ールの方 が押 して る 全体 と して一 つ の生物

影 が な か った ら床 を転 が って る ゴ ミがつ いた のを球 が うっ と う 自分の意志が弱い

感 じが しな い しが って る

不 規則 に転が る， 直進 しない と 取 り払 お うとして い る はじにすい寄せられる

き動物が押している

ス ム ー ズ じ や な い 背 中 につ くとこす りつ け る が ん ばって逃 げ 回 る

うわす べ りか， 転 が るか 必 死 に とろ うと してい る 激 し く引 っ張 られ ない と き毛虫

主導権がある

ふ に ょふ に ょしなが ら回 って い

る

球が棒を突 く べん毛

うわす べ りの ときは動物 が 押 し 球に棒が付いて動いている しっぽ

てい る

動物が接しているとき動物が押 物 差 しが ボ ールに そ って動 くと ひ もを と りた い

して い る き物差しも遊んでいる

うわす べ りの ときボ ール っぼ く なんで球が動くかは分からない い やが って のた うち まわ って る

ない

自発的ではない 風 じゃな い

辺 を動 くとき転 が って る 誰が動かしているか分からない
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置は観察1と 同じである。

観察者

 観察者は心理学関係者4名 である。

手続 き

 観察者は各3分 間の映像を見なが ら，見たことを口頭で記述する。観察は通常の蛍光灯照明

下で一人一人別hに 行われ る。観察者の記述が どの映像に対 してなされたかの確認のたあに，

実験者は観察の様子を提示映像 と共に録画する。観察距離は100cmで ある。

結果

 観察1で は， どうい う動 きのときにどう見えるとい うふ うに観察者が自発的に条件別に報告

することが多かったが，観察2で は，全体的な印象の記述が多かった。Table 3に 観察対象 ご

との記述例をまとめた。

 観察者の記述はボール部分のみの場合，金属製の台の裏側から磁石で動かされているとい う

記述が一般的であった。また 「四隅に引力がありそこにひきつけられている」，「・・ムスターの

運動用の玩具のように中に別の動物が入 って，動かしている」，「(姿が見 えているわけではな

いが)何 か別の動物 によって動かされている」 とい うように別の力によって動かされているよ

うに知覚されることが多かった。また，全体が垂直面 として知覚され，下から送る風によって，

ボールをあやつ っているとい う知覚 もあった。 これもまた別の何者かによって動かされている

とい う知覚である。

 ボールに物差 しをつなげた場合，物差 しが主体 となることはほとんどなかった。運動の主体

はボールであ り，ボールが物差 しをいやが り，逃げた り，投げた りす るように知覚された。

ボールが物差 しをいやがっているとい う印象が顕著であった。

 ボールにひもをつけた場合，全体が1つ の生物 として知覚された。何をしようとしているか

は定かではないが生きているように知覚された。ボール部分に尾がはえている，微生物 と鞭毛

といったようにボール部分か ら生xて いるものとしてひもは知覚 された。 また，「紙袋の中に

入ったネ コが暴れている」 といった記述 に見 られるように， ボール部分のみの場合と同じよう

に，中に別の生 き物が入って動か しているように知覚され ることもあった。

観察3

目的

 同じように動物を模した玩具であるじゃれっこモーラーところころモルモルの運動の映像に

対す る記述の比較から， 自発的に動 く対象の中で生物的な動 きと機械的な動きの特徴を抽出し，

Kanizsa(1991)の 分類の中の意図的な運動について考察する。
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Fig.5 こ ろ こ ろ モ ル モ ル

方 法

観 察 対 象

 じ ゃれ っ こ モ ー ラ ー(ま す だ や コーtレ ー シ ョソ)， こ ろ こ ろ モ ル モ ル(イ ワヤ 株 式 会 社)

の 映 像 を 提 示 す る。 じ ゃれ っ こ モ ー ラ ー の 形 状 は 観 察1に 記 した 。 こ ろ こ ろ モ ル モ ル は モ ル

モ ッ トが 木 を くわ え て い る と ころ を模 した 玩 具 で あ る(Fig.5参 照)。 楕 円 の車 輪 が つ い て い

て， カ ー ブを描 い て前 進 す る間 ， 上 下 に 振 動 して い る。 一 定 の 距 離 を進 む と， ぬ い ぐ るみ 部 分

が 背 骨 方 向 を軸 に 回 転 す る とい う動 作 を繰 り返 す 。 ぬ い ぐ る み 部 分 は 全 長 約17cm(尾 の 部 分

約4.5cmを 含 む)， 最 大 値 で ， 厚 さ は約6cm， 幅 は約7cmで あ る。 木 を 模 した プ ラ ス チ ック部

分 の長 さは9cmで あ る。1：2に 分 か れ る部 位 を くわ えて い る よ うに な って い る。

 じゃ れ っ こモ ー ラ ー も こ ろ こ ろ モ ル モ ル も運 動 の パ タ ー ン は 限 定 さ れ て い る。 じ ゃれ っ こ

モ ー ラー の 運 動 は前 進 ， 後 退 ， 接 合 離 反 の 小 刻 み な反 復(ボ ー ル部 分 とぬ い ぐ るみ 部 分 が くっ

つ い た り， 離 れ た りす る運 動 を繰 り返 す)， 縦 の 回 転(ぬ い ぐる み 部 分 が ボ ール 部 分 を 乗 り越

xる よ うに 回 転 す る)， 側 方 回 転(鼻 先 か ら尾 の 先 を結 ぶ 線 を軸 とす る 回 転)の5つ に 分 類 さ

れ る。 こ ろ ころ モル モ ル の 運 動 は ， 前 進 ， 側 方 回 転 が 基 本 だ が ， 金 属 製 の 台 の 縁 に ひ っ か か っ

た場 合 に， 停 滞 ， 木 の 回転 が あ る。 そ し て い ず れ も全 体 が2つ の 部 分 か ら構 成 され て い る。

装 置

 装 置 は観 察2と 同 じで あ る。

観 察 者

 観 察 者 は心 理 学 関 係 者4名 で あ る。

手 続 き

 じ ゃれ っ こ モ ー ラ ー， ころ こ ろ モ ル モ ル の 各3分 間 の 映 像 を観 察 者 は見 なが ら， 見 た こ と を

ロ頭 で 記 述 す る。 観 察 は 通 常 の 蛍 光 灯 照 明 下 で 一 人 一一人 別 々 に行 わ れ る。 観 察 者 の記 述 が ど の

映 像 に対 して な さ れ た か の 確 認 の た め に， 実験 者 は観 察 の 様 子 を提 示 映 像 と共 に録 画 す る。 観

察 距 離 は100cmで あ る。
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結果

 じゃれっこモーラーに関 しては，観察1と 同 じように，ボールとぬいぐるみが接 している面

積が大 きい とき，ぬいぐるみがボールをつつ く，かむ，押すなどじゃれついて遊ぶように知覚

された。長い距離を速 く動いた り，ぬいぐるみ部分が大きく回転するなど，動きが大きいとき

は，ボール部分がぬいぐるみ部分を引 っ張る，投げるという様にボール部分が主体的に動 くよ

うに知覚された。

 ころころモルモルはほとんどの場合，機械として知覚された。生き物 として知覚されること

はほとんどなかった。止まっているときの方が，むしろかわいいとい う観察者 もいた。金属製

の台の縁で引 っかかって，起 きあがるときに，たまに生き物 らしさ， 自発性を感 じることがあ

る程度であった。

全体の考察

 観 察 者 の 記 述 を観 察 全 般 に わ た っ て 以 下 の よ うに ま とめ る。

 (1)意 図 に 関す る記 述 が あ るの は， じ ゃれ っ こモ ー ラ ー の ぬ い ぐる み 部 分 とボ ー ル 部 分 の双

方 と， 物 差 しの つ いた ボ ー ル 部 分 で あ った 。

 (2)意 図 の記 述 は な い が ， 生 き物 と して 知 覚 され る の は， ひ も のつ い た ボ ー ル で あ った 。

 (3)別 の もの に よ っ て動 か され て い る よ うに知 覚 され る の は ， じ ゃ れ っ こ モ ー ラ ーの ボ ー ル

部 分 の み の運 動 と ひ も の つ い た ボ ー ル で あ っ た。

 (4)機 械 と し て知 覚 され るの は， こ ろ こ ろ モ ル モ ル で あ る。 じ ゃれ っ こ モ ー ラ ーの ボ ー ル 部

分 も機 械 の 動 き と して 知 覚 され る こ とが あ っ た 。

 これ らの結 果 か ら次 の よ うな こ とが わ か る。

 まず ， 運 動 に 変 形 が伴 うと生 き物 と し て知 覚 され や す い 。 じ ゃれ っ こ モ ー ラー や ひ も の つ い

た ボ ール は運 動 中 に対 象 の 変 形 を伴 う。 ころ こ ろ モ ル モ ル や 物 差 しは そ の よ うな 変 形 が な い。

変 形 を 伴 う場 合 は生 き物 と し て知 覚 され や す く， 変 形 を 伴 わ な い場 合 は機 械 と して 知 覚 され や

す い 。 進 行 方 向 が ラ ソダ ム に変 わ る と生 き物 と して 知 覚 され や す い こ と が指 摘 され て い た(増

田 ・小 松 ・古 崎 ，2000)が ， ボ ー ル の み の動 きの 場 合 ， 何 か 別 の もの に よ っ て 動 か され る よ う

に 知 覚 され た こ と か ら， ラ ン ダ ム な方 向 変 化 の み で ， 生 き物 と して知 覚 され る と は限 らな い こ

とが わ か る。

 次 に， じ ゃれ っ こモ ー ラ ー と ころ こ ろ モ ル モ ル の動 きを 比 較 す る と， いず れ も運 動 は い くつ

か の カ テ ゴ リー に 限定 され る の だ が ， そ の カテ ゴ リー の 中 で の運 動 の バ リエ ー シ ョン が異 な る。

つ ま り， じ ゃれ っ こモ ー ラ ー の場 合 ， 大 き く前 進 す る， 小 さ く回転 す る とい った よ うに運 動 に

程 度 の差 が あ る。 こ ろ こ ろ モ ル モ ル の 場 合 ， そ れ ぞ れ の カ テ ゴ リーの 運 動 が 完 全 に一 定 で あ る。

あ る カ テ ゴ リー の運 動 の 中 に変 動 の 幅 が 少 な い 場 合 ， 機 械 と して知 覚 され や す い 。

 そ して， 同 じ く， じ ゃれ っ こモ ー ラ ー と ころ こ ろ モ ル モ ル を比 較 す る と， い ず れ も2つ の 部

分 か ら構 成 され て い るの だ が， じ ゃれ っ こモ ー ラ ー の場 合 ， ぬ い ぐ るみ 部 分 とボ ー ル部 分 の 間
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の距離など何 らかの変化が運動中に起 こるが， ころころモルモルの場合，ぬい ぐるみ部分と木

の部分の間にそ ういった変化がない。全体が複数の部分から構成 され，各部分間に何 らかの変

化がある場合，一方の部分が他方の部分に向かって働 きかけるよ うに知覚 され，意図が知覚さ

れやすい。物差 しとボールの場合 も両者の距離 接触す る向きが変化している。それによって，

より生き物 として知覚されやすかったボール部分が物差 しに対 して働きかけるように知覚され，

ボール部分に意図が知覚 された。意図が知覚されるには対象間に関係性の何 らかの変化が知覚

され る必要がある。

 じゃれっこモーラーもころころモルモルも同じように動物 を模 したぬいぐるみ部分を持って

いるが，じゃれ っこモーラーは生 き物 として知覚され，意図も知覚されているが， ころころモ

ルモルは機械 として知覚されている。ぬいぐるみ部分が動物 に似ているから，生き物 として知

覚されるとい うわけではない。また， じゃれっこモーラーだけに限って も，動 きによっては，

ボール部分がぬいぐるみ部分を引っ張 った り，投げた りす るよ うに知覚されている。生き物と

して知覚されるかどうかはその形状ではなく，動 きによって決まっている。
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